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スポーツの「好循環」とは

• きっかけはスポーツ立国戦略（2010年）

• スポーツ基本計画の取り組むべき施策に記述（2012年）

2

地域スポーツとトップスポーツの好循環

優れた技術や経験を持つトップアスリートが

地域のスポーツ活動現場にその能力を提供

地域で育ったアスリートが自身の能力を地域に還元

スポーツの裾野拡大
次世代アスリートの発掘・育成



（１）国は、充実した活動基盤を持つ拠点となる総合型クラブ（「拠点クラブ」）を、

地域住民が身近にスポーツを行うことができる地理的な距離を考慮し、

広域市町村圏（全国300箇所程度）を目安として育成し、

拠点クラブにトップアスリート等としての経験を有する優れたスポーツ指導者を配置し、

周辺地域のクラブや学校の体育に関する活動等を対象に巡回指導等を実施する体制を整備する。

（２）国は、地域での教育支援体制を強化するため、

地域のスポーツ指導者を活用するなどして、小学校全体の体育の授業等を計画したり、

担任とティームティーチングで体育の授業に取り組む人材（小学校体育活動コーディネーター）

の派遣体制の整備を支援する。

スポーツ基本計画にみられる「好循環」とは
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スポーツ基本計画での具体的な施策展開

総合型クラブによるトップアスリートの巡回指導

小学校体育活動コーディネーターの派遣



4※スポーツ庁「地域スポーツとトップスポーツの好循環プロジェクト」(一部改変)

なし

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

571 582 589 256 92

予算（単位：百万円）



「地域スポーツとトップスポーツの好循環推進プロジェクト」事業とは
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総合型クラブ等の子どもを対象としたスポーツ教室や

学校運動部活動に

トップアスリートが巡回指導する

トップアスリートによる巡回指導

小学校体育活動コーディネーターの派遣

小学校体育活動コーディネーターが

小学校の体育活動の計画を補助したり

担任と一緒に体育活動に取り組む支援を行う



【アンケート調査】

・対象：好循環プロジェクトを受託した78クラブ

・内容：好循環プロジェクトの2つの取り組み状況

・回収結果：62クラブ（79.5％）

・時期：2015年3月

【ヒアリング調査】

・対象：特徴的な取り組みがみられるクラブ

「トップアスリートによる巡回指導」：4クラブ

「小学校体育活動コーディネーターの派遣」：4クラブ

・時期：2015年5～9月

調査概要
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※当発表に関わる図表や事例は「総合型地域スポーツクラブに関する調査～拠点クラブの事業とそのありかた～」の結果を引用



調査結果：トップアスリートによる巡回指導

図表①：トップアスリートの受託前の所属先・指導経験
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46.2

32.7

61.5

32.7

57.7

28.8

36.5

0% 20% 40% 60% 80%

１．自クラブの指導者・スタッフ

２．近隣の総合型クラブの指導者・スタッフ

３．総合型クラブと関わりのない地域ス…

４．学校運動部の外部指導者…

５．企業スポーツ・プロスポーツチームの指…

６．指導歴のないトップアスリート

７．その他

（N=52）

３．総合型クラブと関わりのない地域スポーツの指導者

４．学校運動部の外部指導者
（選択肢１～３を除く）

５．企業スポーツ・プロスポーツチームの指導者
（選択肢１～４を除く）



順位 指導競技種目(N＝48) （％）

1 サッカー 54.2

2 陸上競技 50.0

3
バスケットボール

27.1
バレーボール

5 バドミントン 25.0

6
体操

20.8
卓球

8 水泳 14.6

9

ソフトテニス

12.5テニス

柔道

調査結果：トップアスリートによる巡回指導

図表②：トップアスリートの競技種目（受託最終年度）

8注）受託最終年度：受託期間中のクラブは最新年度の状況を回答



72.9

60.4

83.3

56.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合型地域スポーツクラブ

スポーツ少年団

小中学校

その他

無回答

（N=48）

調査結果：トップアスリートによる巡回指導

図表③：トップアスリートの巡回指導先（受託最終年度）
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注）受託最終年度：受託期間中のクラブは最新年度の状況を回答



• 設立年 ：2005年

• 拠点地域：島根県雲南市(人口約4万人)

• 会員数 ：206人

• 受託期間と予算：

事例紹介：トップアスリートによる巡回指導
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Yu-Gaku加茂スポーツクラブ（ゆうがくかもスポーツクラブ）

な
し

（年度） （円）

2013 7,000,000

2014 7,400,000

2015 5,100,000
Yu-Gaku加茂スポーツクラブのfacebook



ソフトボール

• TEAM-DANDANの選手

（前：島根三洋電機ソフトボール部）

• 中学校、高校、スポーツ少年団

• 年間を通して平均月1～2回

事例紹介：トップアスリートによる巡回指導
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Yu-Gaku加茂スポーツクラブ



バスケットボール

• 島根スサノオマジックの選手（bjリーグのチーム）

• 中学校、スポーツ少年団、総合型クラブ

• bjリーグのシーズンオフの約4ヵ月で計10～12回

事例紹介：トップアスリートによる巡回指導
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Yu-Gaku加茂スポーツクラブ



調査結果：小学校体育活動コーディネーターの派遣

図表④：コーディネーターの肩書き
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55.9

79.7

59.3

28.8

0% 20% 40% 60% 80%

１．学校教員志望の大学生・大学院生（卒業

生を含む）

２．自クラブの指導者・スタッフ

（選択肢１を除く）

３．地域スポーツの指導者

（選択肢１～２を除く）

４．その他

（N=59）

１．学校教員志望の大学生・大学院生
（卒業生を含む）



35.7 30.4 16.1 16.1

1.8

（N=56）

1～5校 6～10校 11～15校 16校～ 無回答

（％）

平均値
9.1校

調査結果：小学校体育活動コーディネーターの派遣

図表⑤：コーディネーターの派遣先の数（受託最終年度）
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注）受託最終年度：受託期間中のクラブは最新年度の状況を回答



14.3 16.1 17.9 8.9

5.4 1.8

12.5 10.7 12.5（N=56）

1～200回 201～400回 401～600回 601～800回 801～1,000回

1,001～1,200回 1,201～2,400回 2,401回～ 無回答

（％）

平均値
983.1回

調査結果：小学校体育活動コーディネーターの派遣

図表⑥：コーディネーターの派遣回数（受託最終年度）
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注）受託最終年度：受託期間中のクラブは最新年度の状況を回答



• 設立年 ：2003年

• 拠点地域：新潟県村上市(人口約6万人)

• 会員数 ：759人

• 受託期間と予算：

事例紹介：小学校体育活動コーディネーターの派遣
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希楽々（きらら）

な
し

（年度） （円）

2011 2,084,379

2012 11,386,698

2013 9,483,859
希楽々のWEBサイト



事例紹介：小学校体育活動コーディネーターの派遣
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希楽々

• コーディネーターの人数：43人

• 派遣先の数：17校

• 派遣回数：3,356回
（クラブ近隣の3校には担当のコーディネーターがほぼ常駐／上記数値は2013年度実績）

• 派遣時の授業内容：主にスキー、陸上競技、水泳

• 新しいコーディネーターは経験者に同行し、指導現場を見学



まとめ
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地域のスポーツ指導者や企業チーム・プロチームの選手等が

小中学校、総合型クラブ、スポーツ少年団に巡回指導

トップアスリートによる巡回指導

小学校体育活動コーディネーターの派遣

自クラブのスタッフ、地域のスポーツ指導者等が

平均9.1校に派遣



事業の成果
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総合型クラブが事業の受け皿となり、

スポーツの優れた経験と技術を持つ人材を発掘し、

地域のスポーツ団体・学校等と連携できたこと



ご清聴ありがとうございました
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